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第 10号（校長室だより） 

令和７年１月 31 日 

貝塚市立東山小学校 

あいさつする子 
しっかり学ぶ子 
たのしく遊ぶ子 

 

３学期がはじまり、１年で最も寒い季節を迎えています。休み時間には、寒さに負けず、子どもたちは大繩に挑戦していま 
す。寒さの中でも元気いっぱいに、楽しそうに過ごしている子どもたちから元気をもらっています。 
体調管理が難しい季節ですが、新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの感染防止を徹底し、３学期を乗り切り 

たいと思っています。子どもたちの体調管理には、学校でも十分注意をしていきますが、ご家庭でも「手洗い」「うがい」 
「咳が出る時のマスク着用」の徹底をお願いします。 
また、先日は学校関係者アンケートにご協力いただきありがとうございました。３月に、全体の結果や考察、次年度の計画 

などをまとめて、お知らせいたします。 
 

 

 

 

 
 

 
 
子どもたちが楽しみにしている冬の恒例行事、１年生の「昔あそび

体験」を行いました。 “いきいきクラブ”の方や保護者の方がたくさん
学校に来てくださいました。遊び方の説明を聞き、子どもたちは、夢中
になって遊んでいました。 
けん玉・お手玉・ぴょんがえる・紙ひこうき・こま回し・おはじき・あやと

り・竹馬などの種目で、時間を忘れるくらい楽しく遊んでいました。 
ご指導いただいた皆様、寒い中、本当にありがとうございました。ま

た、保護者ボランティアの皆様、ありがとうございました。 

 

１年生 昔あそび体験 

 

 

阪神淡路大震災から３０年の今年、テレビや新聞などでたくさん
報道されていました。新聞で読んだ、特集番組を見た児童も多かっ
たのではないでしょうか。本校では、１月１７日（金）に地震避難訓練
を行いました。地震がおきたとき、被害を最小限におさえるために、毎
年訓練を行っています。一人ひとりがあわてずに適切な行動をとるこ
とが極めて重要です。 
避難訓練の内容は、地震避難訓練の放送が入り、まずは机の

下などにかくれて頭を守ります。その後、揺れがおさまったら運動場
へ避難します。まずは、しっかりと頭を守る行動、そして、落ち着いて
すばやく避難することが大切です。そして、避難するときの約束である 
「○お さない・○は しらない・○し ゃべらない・○も どらない ○ち かづか
ない」を”命を守る合言葉“として、自分の命を守ることの大切さを再
認識しました。すべての児童が真剣に参加することができました。 
 

 

 

 

 

 

 

地震避難訓練 
 
 
 
 
１月８日に、３学期始業式を行いました。校長からは、子どもたちに 

以下の３つの話をしました。 

①自分自身の成長のために、チャレンジを続けましょう。 

②友だちのことをしっかり考えてください。 

③一年のまとめ、仕上げをしていきましょう。 

 ２つ目については、友だちのことを思い、友だちにかける言葉を意識

すること、友だちに寄り添うことができる人 

になってほしいと話をしました。同じ学年 

や学級の仲間として、しっかりと仲間づく 

りをしていきたいと考えています。 
 

 

３学期 始業式 

    
１．学習参観・学年懇談会について 
２月３日（月）  １：４５～学習参観 ２：４５～学級懇談会 
※学習参観、学年懇談会にご出席をお願いいたします。 
 

２．小学校体験入学・入学説明会について 
２月１２日（水） ９：３０ 受付開始  １０：００ 説明会開始 

お知らせ 

 
 
登下校時、送迎が必要な場合は、体育館前の駐車場に車を

とめてください。学校前の道路に、車が駐停車していると、
交通の妨げになり、事故を誘発する可能性もあります。 
お手数ですが、体育館前にお回りください。 
ご理解ご協力をお願いいたします。 

お願い 

   

 

１月２４日～３０日は「全国学校給食週間」です。 

貝塚市では、毎年テーマを決めて、学校給食をより深く学ぶ機会

としています。今年の給食週間のテーマは、「世界の料理めぐり」で

す。 

給食の歴史は、１３６年前の明治２２年、山形県鶴岡市の忠愛

小学校で、お弁当を持ってくることが出来ない子どもたちのために、

昼食が出されたことが、給食の始まりとされています。 

その時の給食は、おにぎりと焼き魚と漬物。その後、戦争中には、

食べ物が少なくなり給食を作れなくなりました。しかし、戦争が終わっ

た昭和２１年１２月２４日には給食が再開されました。この日を「学校

給食感謝の日」としました。１月には全国的に広がっていったそうで

す。それを記念して、１月２４日から１月３０日を給食週間としたとのこ

とです。給食週間の間、１月の給食目標である「感謝して食べよう」

も意識して、給食をおいしくいただきました。 

給食週間 

  

  
今年も大繩の季節がやってきました。今年は１月２２日～２月５日

が大繩ウイークです。１月２１日（火）の集会では、体育委員が大繩ウ

イークのことについて話をしました。大繩が苦手な友だちも取り組めるよ

うに、各クラスで励ましの声をかけあうことや協力し合うことが、とても大

事なことだと考え、みんなで取り組むことの重要性を全校児童に伝え

ました。ぜひ、クラスのみんなで協力して頑張ってほしいと思います。ま

た、子どもたちの安全のことを考え、大繩の練習ができる休憩時間

を、学年で割り当てました。 

休み時間のグラウンドは、寒さに負けず、かぜやインフルエンザにも

負けず、たくさんの子どもたちと先生たちで活気があふれています。各

クラス、声をかけて励まし合い、跳 

び方を教え合いながら、力を合わ 

せて大繩に挑んでいます。一生 

懸命、みんなで取り組んでいる姿 

は、一体感があり、とても楽しそうで 

す。見ているこちらの心があたたか 

くなります。 

大繩ウイーク 


